




















行った。直径 3.7 nm の CdTe QDs では，発光減衰曲線は励起波長に依存しなか
ったが，5.4 nm の試料では，266 nm 励起の発光減衰曲線に 400 nm 励起では
観測されない明らかな速い成分が存在した。逆オージェ効果の効率(量子効率：
QE)を励起エネルギーとバンドギャップとの比(hν/Eg)に対してプロットすると，
CdTe QDsの逆オージェ効果の閾値は hν/Eg ≈2.5であることがわかった。一方，






粒径（D）に対して冪乗 Dm に比例し，TGA，オレイン酸で保護した QDs で各々
m が 4.6, 7.0 という異なる結果を示した。同じ CdTe にも関わらず，保護剤に
よりτAuger の挙動が異なることから，QDs のオージェ効果は表面状態に大きく影
響を受けることが示唆された。 
